
(3)長期的な水位低下が及ぼす影響

１－３０











水位低下による社会への影響

１－３５

















(４)琵琶湖の固有種の絶滅の危機

１－４３







新たな河川環境の理念

健全な生態系なくして人類の未来はない

心身ともに健全な子供を育成するために
「魅力ある川（湖）」をこの水系各地に実現

河川や湖沼の環境保全と回復を重視した

河川整備

琵琶湖の環境の保全

以上を踏まえ

流域委員会からの提言より

１－４６



第２章
琵琶湖生態系、特に魚類等の産卵生
息環境保全のための考え方

１－４７





琵琶湖生態系、特に魚類等の産卵生息環境
保全のための考え方

１）急速な水位低下の抑制

２）長期的な水位低下の軽減

１－４９























②流域の節水

• 流域の住民や工場などの平常時からの協
力が不可欠です。渇水時のみ開催してい
た渇水対策協議会を平常時からの水利用
に関する情報交換や水需要抑制について
の具体的方策を協議できる組織へ改正す
ることとしています。住民等の理解を得る
ためにはさらに時間が必要です。

• 節水には限界があり、また、その効果は長
期間では徐々に現れるが短期間では限定
的です。

１－６０















③琵琶湖からの放流量を補う琵琶湖への流入水
量の確保

④琵琶湖からの放流量の振替水量の確保

• 琵琶湖からの流出を補うための大規模な貯留
施設が必要です。

• 必要な時期に確実に効果を発揮することがで
きますが、補給できる量には限界があります。

• たとえば平成６年の渇水時に20日間琵琶湖
の水位を保持するためには１５，０００万ｍ３必
要です。

１－６７



第３章
異常渇水時の緊急水の補給

１－６８









第１編 まとめ
琵琶湖における急速な水位低下が生態系に及ぼす影響の軽減

琵琶湖の生態系保全のために行いうる施策は緊急に実施する
必要があります。

洪水期制限水位の変更等の琵琶湖の水位操作の変更は、基
本的に、大雨を迎えたときの琵琶湖の水位を高めることになり、
浸水被害が拡大し治水上のリスクが生じます。そのため何らか
の措置が必要であり時間を要するほか、琵琶湖周辺住民の理
解が得にくく、直ちに実行することは不可能です。

節水は流域の住民や工場などの平常時からの協力が不可欠
ですが、住民等の理解を得るためには時間が必要です。また、
その効果は長期間では徐々に現れますが短期間では限定的
です。

１－７２



残る方策として、琵琶湖に直接補給する貯留施設および琵
琶湖下流河川に水を振替補給する貯留施設が緊急に実施
可能です。

たとえば、平成６年の渇水時に20日間琵琶湖の水位を保持
するためには１５，０００万ｍ３必要です。

異常渇水時の緊急水の補給

琵琶湖の環境のために補給した水は、淀川水系の異常渇水
時に下流に補給することができます。

１－７３


